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2018 年 12 月 8 日（土） 10:10 開始 

大阪大学全学教育推進機構A201、A301講義室（豊中キャンパス） 

（〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町大阪府豊中市待兼山町１−16） 

 

― 電車：阪急電車宝塚線「石橋駅」（特急・急行停車）下車、東へ徒歩約15分（石橋門経由となります）。 

―モノレール：大阪モノレール「柴原駅」下車、徒歩約15分（正門経由となります）。 

―自動車の入構制限を行なっていますので車でのお越しはご遠慮ください。 

―電車の乗り継ぎなどはYAHOO! JANANサイト上の「路線」検索などでお調べいただけます。 

―阪急宝塚線「石橋駅」から大阪大学豊中キャンパスまでの道は分かりにくいので初めて来られる方は地図と説明をご参照ください。 

（アクセスサイトURL: http://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/） 

 

 

日本映画学会 

第 14回大会 プログラム 
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タイムテーブル 
9：50 受付（第１室）開始／発表 25 分・質疑応答 10 分 

 

 第 1 室（A201 講義室） 

 

第２室（A301 講義室） 

10:10-

10:15 

開会の辞  

山本佳樹（大阪大学、顧問、開催校責任者） 

                 於：第 1 室（A201 講義室） 

 

10:15-

10:50 

セッション A（10:15-12:10） 

座長：小川順子（中部大学人文学部教授 ） 

 

(A1) 木下惠介映画における男性同性愛表象と女性登場人物

の役割 

ストキンジェル・アルノー（神戸大学国際文化学研究科研究

生） 

セッション B（10:15-12:10） 

座長：道上知弘 （岡山市日中友好協会 岡山中国語セ

ンター センター長 ） 

(B1) 姜文の『太陽の少年』のスタイル 

―第五世代監督の文革映画との比較を通して 

朴 香芸（大阪大学大学院言語文化研究科博士後期 

課程） 

 

10:55-

11:30 

 (A2) 横田永之助トーキーフィルム発見についての研究報告

―トーキー革命による映画製作への影響、現像について  

 

長谷憲一郎（映像ディレクター、京都大学大学院人間・環境

学研究科博士後期課程） 

(B2) 『ときめきに死す』(1984)再考―原作小説との比較から

「非・情念的人物」を読み解く 

  

申 恩暻（明治学院大学大学院文学研究科博士後期 

課程） 

 

11:35-

12:10 

(A3) 『東京物語』におけるマス・ツーリズムの社会的位置づけ 

 

 

須川まり（追手門学院大学地域創造学部特任助教） 

 

(B3) 映画雑誌『満州映画』にみる日本的オリエンタリズム―ス

ター女優の表象を中心に 

 

李 潤澤（大阪大学大学院言語文化研究科博士後期 

課程） 

 

12:10-

13:20 

総会（12:10-12:30）板倉史明（神戸大学国際文化学研究科准教授、副事務局長） 

於：第 1 室（A201 講義室） 

昼休憩(12:30-13:20) 

 

13:20-

13:55 

 

 

 

 

セッション C （13:20-15:15）於：第 1 室（A201 講義室） 

座長：須川いずみ（京都ノートルダム女子大学人間文化学部教授 ） 

 

(C1) パテ・ベビーと日本の 9 ミリ半映画の産業的側面 

福島可奈子（神戸大学大学院国際文化学研究科博士後期課程、 

日本学術振興会特別研究員（DC2）） 

 

14:00-

14:35 

(C2) メディアにおける戦後民主主義のイメージ―〈子供〉はいかに語られたのか 

                            北村匡平（東京工業大学リベラルアーツ研究教育院准教授） 

 

 

14:40-

15:15 

(C3) 岡本喜八『日本のいちばん長い日』の天皇表象を読み直す 音声と配役を手掛りに 

                                   羽鳥隆英（新潟大学人文学部助教） 

 


